
1.モヤイ像と石山展望台：渋谷駅にあるモヤイ像は新島村から寄贈されたもの。新島全島で120体以上設置されている。右上方は式根島。　2.羽伏浦海岸：新東京百景にも選出され、世界的なサーフスポット
としても知られている。6.5kmにも及ぶ真っ白な砂浜が特徴。　3.海中温泉：世界でも珍しい「CO2シープ（海底から二酸化炭素が噴き出す）」の温泉。ダイビング時にはウミガメと一緒に泳げる可能性も。　
4.泊海水浴場：波静かで遠浅な入り江の海水浴場で、家族連れでも安心。磯遊びもできる。

　新島村は、東京から南へおよそ150kmにあり、白く長い砂浜と
青い海のコントラストが美しい新島と、リアス式海岸が特徴の式根
島の2島からなります。
　新島はくさやの故郷として知られ、観光資源にも恵まれていま
す。ビッグウェーブが押し寄せプロのサーフィン大会が開かれる羽
伏浦海岸、イタリアのリパリ島と新島のみで採れるコーガ石の街並
みと石像（モヤイ像）、コーガ石を原料にしたオリーブ色の新島ガ
ラス、神殿風の外観の無料露天風呂など、見どころ・体験どころ満
載です。
　式根島の魅力は、リアス式海岸が創り出す表情豊かな景観。お子
様連れにやさしい小さな入り江の海水浴場や波打ち際に湧き出た
海中温泉など、自然を楽しめるスポットであふれています。
　新島と式根島は、1日3往復する連絡船で10分ほどの距離にあ
り、異なる魅力を持つ2島を一度の旅で楽しむことができます。

編集／発行　東京都商工会連合会　 〒196-0033 東京都昭島市東町3-6-1 産業サポートスクエア・TAMA　TEL：042-500-1140　FAX:042-500-1421
U R L : h t t p : / / w w w . s h o k o k a i - t o k y o . o r . j p /

発掘！
商工会地域の観光資源
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商工会地域の観光資源

❹❹❹人事交流人事交流人事交流

❻❻❻ ＜連載＞島おこし・多摩おこし/café&bar arato（新島村）
●多摩地域商工会エリアの景況（2９年度第４・四半期）

❼❼❼ ＜連載＞私と商工会/ベーカリー ピッコロ（昭島市）

❽❽❽ 多摩・島しょ地域のイベント（6月～7月）
●たま工業交流展
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❺❺❺島嶼地域資源PR事業の事業報告会議を開催島嶼地域資源PR事業の事業報告会議を開催島嶼地域資源PR事業の事業報告会議を開催
小笠原村：返還50周年記念事業で観光客増を見込む/八丈町・新島村：ロケーション支援
事業で来島者増加へ
●事業承継の現場から　    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
この「味」をこの街に残したい！ ～地域でつなぐ事業承継～　多摩・島しょ経営支援拠点

❸「東京の中小企業振興を考える有識者会議」を開く（東京都）「東京の中小企業振興を考える有識者会議」を開く（東京都）❸「東京の中小企業振興を考える有識者会議」を開く（東京都）「東京の中小企業振興を考える有識者会議」を開く（東京都）「東京の中小企業振興を考える有識者会議」を開く（東京都）
●在日外国人が対象の「古民家活用の宿泊体験モニターツアー」　多摩観光推進協議会事務局

CONTENTS▶▶

❷ 29年度 第１回臨時総会を開く❷ 29年度 第１回臨時総会を開く❷ 29年度 第１回臨時総会を開く
30年度の基本方針に「小規模事業者の事業承継や創業を支援するため、経営指導員の支
援力を強化」や、「2020東京大会に向け、多摩観光推進協議会を中心に海外に多摩の魅力
を発信し、国際的な起業・創業の拠点としてもアピール」などを盛り込む
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再生紙を使用しています。

日　程 会　場 内　容 主催者・問合せ先イベント名

市内商工業者による飲食物の販売、演芸など 小金井市商工会(042-381-8765)JR武蔵小金井駅南口
フェスティバルコート

黄金井名物市
（小金井市）2日（土）

菖蒲の花や名産品の販売、イベントを開催。
ライトアップされた花の姿も楽しめる

東村山菖蒲まつり実行委員会
 (東村山市商工会：042-394-0511)北山公園菖蒲苑東村山菖蒲まつり

（東村山市）
2日（土）～
17日（日）

9日（土） スイム1・5km、バイク40km、ラン10kmの
トライアスロン

トライアスロン実行委員会
 (大島町役場内：04992-2-1446)元町全域第30回 伊豆大島トライアスロン大会

（大島町）

三宅島の大自然の中で競う
オープンウォータースイミング大会。 挑むは黒潮！

三宅島OWS大会実行委員会
(04994-5-1144)

錆ヶ浜海水浴場 特設
会場

三宅島OWS大会2018
（三宅村）7日（土）

音楽を通じて市民と交流を図るサマーフェア 小平商工会(042-344-2311)ルネ小平 中ホール第27回 市民ふれあい音楽祭
（小平市）1日（日）

下田カーフェリーでバイカーが来島。
島内ツーリングで親睦を図る

東海汽船（03-5472-9999)
神津島村産業観光課(04992-8-0011)島内全域東海汽船バイクツアー

（神津島村）23日（土）

Ａ：4・5km、Ｂ：3km、Ｃ：1・5kmの3タイプの
スイムレース

新島オープンウォータースイミング
大会実行委員会 (03-5456-8504)

新島村本村 特設
コース

第24回 新島オープン
ウォータースイミング（新島村）7日（土）

早朝6時から夏の風物詩「朝顔」を即売。希少な日本朝顔
を中心に展示販売（現地で宅配受付可能）。模擬店多数

くにたち朝顔市実行委員会
 (国立市商工会内：042-575-1000)

一橋大学正門南側、
大学通り緑地帯

第30回 くにたち朝顔市
（国立市）

7日（土）～
8日（日）

８人制サッカー大会（大人対象）。都内のサッカーチーム
を招き、スポーツを通じて親睦を図る 神津島村産業観光課(04992-8-0011)金長運動公園第5回 神津島カップサッカー大会

（神津島村）
7日（土）～
8日（日）

模擬店、イベント、キャラクターショーなど 三鷹商工会(0422-49-3111)三鷹市役所第41回 みたか商工まつり
（三鷹市）

14日（土）～
15日（日）

手作りのいかだで多摩川を下り、スピードとデザイン、
アイデアを競う

多摩川五本松～宿河
原堰堤前（1,300m)

狛江古代カップ多摩川いかだレース
（狛江市）15日(日）

夜店、イベント、大売出し抽選会など 夏まつり実行委員会（04996-2-2121）八丈町庁舎広場第46回 八丈島夏まつり
（八丈町）

20日（金）～
22日（日）

環境の取り組みなどの展示、食品販売、ゲームコーナー、
川遊びなど

きよせの環境・川まつり実行委員会事務局
(清瀬市都市整備部水と緑の環境課：042-497-2099)

台田運動公園、柳瀬
川河川区域

2018 きよせの環境・川まつり
（清瀬市）21日（土）

郷土芸能（お神輿、お囃子）、盆踊り、模擬店、花火大会 ひので夏祭り実行委員会 (042-597-0511)平井中学校第14回 ひので夏まつり（日の出町）28日（土）

大人から子供まで楽しめる、ステージ、縁日、
ワークショップなどを 開催

狛江フェスティバル実行委員会
(狛江市商工会： 03-3489-0178)狛江駅前 泉龍寺周辺狛江フェスティバル2018

（狛江市）
28日（土）～
29日（日）

花火大会、模擬店、福引抽選会、郷土芸能等のステージ 三宅村商工会(04994-2-1381)旧錆ヶ浜港船客待合
所駐車場

第24回 ふれあいらんど三宅島
マリンスコーレ21フェスティバル（三宅村）

28日（土）～
29日（日）

市内外延べ30連による阿波おどりの大会 小金井阿波踊り振興協議会(事務局：
長澤時計店内　042-381-2474)

ＪＲ武蔵小金井駅
北口/南口

小金井阿波おどり大会
（小金井市）

28日（土）～
29日（日）

地元日野市はもちろん、各地から多くのチームが参加し、
迫力ある踊りを披露

第18回 ひのよさこい祭実行委員会
(042-581-3666)

ＪＲ豊田駅商店街、
近隣公園

第18回 ひのよさこい祭
（日野市）29日（日）

念のため主催者に日にち、会場をご確認の上、お出かけください。

28日：羽村独自の民踊「人波踊り」
29日：サンバパレード
両日とも特設ステージでイベント。模擬店も出店

 はむら夏まつり実行委員会
（羽村市産業振興課：042 -555-1111、
羽村市商工会：042- 555- 6211）

ＪＲ羽村駅周辺第43回 はむら夏まつり
（羽村市）

28日（土）～
29日（日）

6kmの部、12kmの部、18kmの部
（個人、駅伝リレー、小学生）

式根島マラソン大会実行委員会
 (03-5456-8504)式根島特設コース第7回 式根島マラソン大会

（新島村）16日（土）

プロ選手によるボディーボードの大会 新島村産業観光課（04992-5-0284）羽伏浦海岸JABA 新島PRO
（新島村）9日（土）

村挙げての例大祭。商工会青年部が夜店を出店 物忌奈命神社(04992-8-0193)
神津島村商工会(04992-8-0232)物忌奈命神社境内物忌奈命神社例大祭（宵宮）

（神津島村）31日（火）

６
月

７
月
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国分寺市経済振興課（042-323-1011)国分寺市役所第1回 ぶんじ ふれあい市
（国分寺市）10日（日） 市観光協会・JA・商工会に加盟する事業者による野菜・植木・

鉢花・商品の販売や、市内観光PR、大道芸など

狛江古代カップ多摩川いかだレース事務局
(狛江市市民生活部地域活性課：03-3430-1111)

　「たま工業交流展」が2月2２、2３日の両日、昭島市の東京都立職業能力開発センターで開かれまし
た。同展は、立川市、昭島市、羽村市、武蔵村山市の4市、東京都立産業技術研究センター、東京都中小
企業振興公社多摩支社、青梅・立川の2商工会議所、東京都商工会連合会（都商工連）、多摩地域の10
商工会、3信用金庫などが、幅広く連携して開催しているもので、今回が17回目になります。
　交流展には、機械・金属・電気機器、情報・ソフト開発、環境分野や、学校・協力団体など151の企業・
団体が153のブースで出展。商談やビジネスマッチングのスペースも設けられ、2日間で約6,000人
の来場者で賑わいました。
　都商工連関連では、企業ブースに瑞穂町商工会の「瑞穂ファントム工場」が、協力団体ブースに清瀬
商工会工業部会と多摩地域中小企業人材確保支援ネットワーク事業事務局が出展しました。
　22日は、JAXAの川崎一義氏らを講師に招き「宇宙をあなたの手の上に～中小企業のための宇宙開
発・宇宙ビジネス～」と題する技術セミナーを開催。また、23日は、テレビでもおなじみの澤口俊之人
間性脳科学研究所所長が「今、中小企業の経営者に求められる〝能力〟とは」のテーマで講演しました。
　24日には高校生・小中学生を対象とした「たまロボットコンテスト」が開かれました。

〝たま〟の元気印企業が153のブースで出展。来場者6,000人！

JAXAの川崎氏 /脳科学者の澤口氏が講演
たま工業
交流展

クラッカーを鳴らしてオープン

“たま”の元気印企業がこぞって参加
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▲有識者会議の模様

「東京の中小企業振興を考える有識者会議」の委員

議長 鵜飼　信一 早稲田大学 商学学術院教授
法政大学 経営学部教授
東京経済大学 経営学部准教授
東京商工会議所 副会頭・中小企業委員長
東京都中小企業団体中央会 会長
東京都商工会連合会 会長
東京都商店街振興組合連合会 理事長
日本労働組合総連合会東京都連合会 会長代行
ダイヤ精機(株) 代表取締役
(株)浜野製作所 代表取締役CEO
(株)マテリアル 代表取締役

田路　則子
山本　　聡
大久保秀夫
大村　功作
村越　政雄
桑島　俊彦
白川　祐臣
諏訪　貴子
浜野　慶一
細貝　淳一

▲紙漉き体験 ▲ポーランドの青年が滝行に飛び入り

氏　　名 現　　　　　職

▲意見を述べる村越会長

▲臨時総会。9議案を全会一致で承認

29年度

滝行に外国人が飛び入り参加のハプニング！
～古民家活用の宿泊体験モニターツアー～

滝行に外国人が飛び入り参加のハプニング！
～古民家活用の宿泊体験モニターツアー～

多摩観光推進協議会
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」
を
実
現
す
る
た
め
の

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
う
ち
、
2
0
2
0
年

ま
で
の
「
第
Ⅰ
期
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」

を
着
実
に
実
行
、の
3
点
を
掲
げ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
基
本
方
針
を
達
成
す
る
た
め
11

の
重
点
項
目
（
別
掲
）
を
事
業
計
画
に
盛

り
込
み
ま
し
た
。

　
冒
頭
、
小
池
百
合
子
東
京
都
知
事
は
「
将

来
を
見
通
す
こ
と
が
で
き
る
質
の
高
い
ビ

ジ
ョ
ン
の
策
定
に
向
け
て
、
皆
様
の
お
知
恵

を
借
り
て
議
論
を
深
め
て
い
き
た
い
」
と
挨

拶
し
ま
し
た
。
有
識
者
会
議
は
11
人
の
委
員

で
構
成
さ
れ
、
座
長
に
は
早
稲
田
大
学
の
鵜

飼
信
一
教
授
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
（
別
表
）。

　
第
1
回
の
会
議
で
は
、
都
内
中
小
企
業
を

取
り
巻
く
現
状
や
環
境
の
変
化
や
、
都
の
中

小
企
業
振
興
施
策
の
状
況
を
共
有
し
認
識
を

深
め
る
た

め
、
事
務
局

が
「
中
小
企

業
を
取
り
巻

く
現
状
と
都

の
施
策
」
を

説
明
。ま
た
、

み
ず
ほ
総
合

研
究
所
経
済

調
査
部
の
太

田
智
之
氏
が

「
中
小
企
業

の
生
産
性
を

高
め
る
た
め

に
何
を
す
べ

き
か
」
を
テ
ー

マ
に
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を

行
い
ま
し
た
。

　
村
越
都
商
工

連
会
長
は
「
多

摩
地
域
は
イ
ン

フ
ラ
が
整
い
、

産
学
連
携
の
動

き
も
活
発
で
、
自
然
環
境
も
い
い
。
撤
退
し

た
大
企
業
の
用
地
を
使
い
、
起
業
や
第
二
創

業
を
目
指
す
拠
点
と
な
る
よ
う
な
工
業
団
地

を
作
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
、
意
見
を
述

べ
ま
し
た
。

　
4
月
以
降
に
数
回
の
会
議
を
開
き
、
10
月

に
「
中
間
ま
と
め
」
を
公
表
、
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
な
ど
を
行
い
、
2
0
1
9
年
1
月

に
ビ
ジ
ョ
ン
を
発
表
す
る
予
定
で
す
。

　3月10、11日に、在日外国人を対象とした「古民家を活用した宿泊体験」のモニ
ターツアーを行いました。
　1日目は、武蔵五日市駅に集合してマイクロバスで移動。檜原村の重要文化財「小
林家住宅」へ。最大斜度43度のモノレールに乗って到着しました。小林家住宅では手
裏剣投げなどの忍者体験をし、お昼は兜屋で地元のヤマメ塩焼き、じゃがいもなどの
野菜料理を堪能しました。
　午後は九頭龍神社で獅子舞見学や竜神の滝での滝行の説明を受けたのですが、
24歳のポーランド人が滝行に飛び入り参加のハプニング。参加者から大喝采を浴び
ました。数馬の湯で温泉につかり、つる細工も体験。夕食は玉傳寺で地元の鹿肉シ
チュー、舞茸天ぷらなどに舌つづみ。宿のへんぼり堂では、じゃがいも焼酎を酌み交
わし深夜まで歓談しました。
　2日目は、払沢の滝を見て、檜原村観光協会で紙漉(す)き体験。原料の楮(こうぞ)の
皮を叩いて紙の材料を作り、葉書と半紙を作りました。アメリカ淵を見学して人気の
黒茶屋で昼食。大きな水車や古民家での昼食に、皆さん大満足の様子でした。

事務局
から

東 京 都

臨
時
総
会

　
経
営
指
導
員
が
専
門
家
と
協
力
し
て
、

中
小
・
小
規
模
企
業
の
経
営
課
題
の
発
見

か
ら
課
題
解
決
ま
で
を
切
れ
目
な
く
支
援

し
ま
す
。
最
初
に
１
回
行
う
経
営
診
断

チ
ェ
ッ
ク
を
3
0
0
社
、
専
門
家
派
遣
が

2
回
ま
で
使
え
る
「
改
善
支
援
コ
ー
ス
」

は
90
社
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
事
業
計
画

づ
く
り
と
、
そ
の
実
行
を
支
援
す
る
「
成

長
ア
シ
ス
ト
コ
ー
ス
」
で
は
50
社
が
延
べ

9
回
ま
で
無
料
で
専
門
家
を
活
用
で
き
ま

す
。

　
昨
年
９
月
に
、
連
合
会
を
中
心
に
商
工

会
や
商
工
会
議
所
、
観
光
協
会
、
J
A
、

自
治
体
等
が
参
加
し
て
広
域
的
な
組
織
、

「
多
摩
観
光
推
進
協
議
会
」
を
設
立
。
こ

の
協
議
会
を
中
心
に
、
今
後
は
、
海
外
に

向
け
て
多
摩
の
魅
力
を
発
信
す
る
と
と
も

に
、
観
光
客
誘
致
を
実
現
す
る
具
体
的
な

４
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
、
観
光
客
受
け

入
れ
体
制
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
中
小
企
業
活
力
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

■
多
摩
観
光・産
業
振
興
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

30年度基本方針

多
摩・島
し
ょ
経
営
支
援
拠
点
の
活
用
で
、事
業
承
継
の
課
題
で
あ
る
承
継
の
前
段
階
を
積
極
的
に
支
援

2
0
2
0
東
京
大
会
に
向
け「
多
摩
観
光
推
進
協
議
会
」を
中
心
に
、観
光
の
魅
力
と
、

起
業・創
業
の
拠
点
と
し
て
の
多
摩
を
発
信

「
2
0
2
5
年
多
摩
島
嶼
商
工
会
等
ビ
ジ
ョ
ン
」の
実
現
に
向
け
た
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
着
実
な
実
行

①②③

１．経営指導員等職員の支援力強化
　による商工会利用の促進
２．小規模事業者の伴走型支援と
　商工会の組織力強化支援
３．2025年多摩島嶼商工会等
　ビジョンの着実な実行
４．情報セキュリティと
　安全管理体制の強化
５．高度化・多様化する経営課題に
　対応する相談、支援の充実
６．多摩地域の産業振興の推進
７．島嶼地域の産業振興事業の推進
８．財政力向上支援の強化
９．東京オリンピック・パラリンピック
　を契機に多摩・島嶼地域の発展と、
　多摩の観光・産業振興ネットワーク
　構築に向けた取組み
１０．東日本大震災等に対する
　  支援の継続
１１．政策提言および意見要望

30年度の重点項目 　
多
摩
島
嶼
の
小
規
模
事
業
者
の
事
業
承

継
と
創
業
を
強
力
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
、
地

域
で
持
続
的
な
経
営
を
続
け
て
い
く
こ
と

が
で
き
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。
1
5
0
企

業
が
最
高
12
回
ま
で
専
門
家
か
ら
無
料
で

支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
今
年
度
は
、「
事
業
承
継
支
援
室
」

を
新
た
に
設
置
し
、
事
業
の
承
継
前
段
階

を
補
助
金
等
に
よ
り
強
力
に
支
援
し
て
い

き
ま
す
。

■
多
摩・島
し
ょ
経
営
支
援
拠
点

30
年
度
の
主
要
事
業

　
商
工
会
、
商
工
会
議
所
、
支
援
機
関
と

1
3
0
を
超
え
る
加
盟
企
業
に
よ
る
広
域

的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
、
も
の
づ
く
り
企

業
の
人
材
確
保
事
業
と
、
従
業
員
の
定
着

率
向
上
、
非
正
規
雇
用
の
正
規
化
、
賃
上

げ
に
つ
な
が
る
処
遇
改
善
事
業
に
取
り
組

み
ま
す
。

■
中
小
企
業
人
材
確
保
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

第
1
回
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▲有識者会議の模様

「東京の中小企業振興を考える有識者会議」の委員

議長 鵜飼　信一 早稲田大学 商学学術院教授
法政大学 経営学部教授
東京経済大学 経営学部准教授
東京商工会議所 副会頭・中小企業委員長
東京都中小企業団体中央会 会長
東京都商工会連合会 会長
東京都商店街振興組合連合会 理事長
日本労働組合総連合会東京都連合会 会長代行
ダイヤ精機(株) 代表取締役
(株)浜野製作所 代表取締役CEO
(株)マテリアル 代表取締役

田路　則子
山本　　聡
大久保秀夫
大村　功作
村越　政雄
桑島　俊彦
白川　祐臣
諏訪　貴子
浜野　慶一
細貝　淳一

▲紙漉き体験 ▲ポーランドの青年が滝行に飛び入り

氏　　名 現　　　　　職

▲意見を述べる村越会長

▲臨時総会。9議案を全会一致で承認

29年度

滝行に外国人が飛び入り参加のハプニング！
～古民家活用の宿泊体験モニターツアー～

滝行に外国人が飛び入り参加のハプニング！
～古民家活用の宿泊体験モニターツアー～

多摩観光推進協議会

中
小
企
業
振
興
に
関
す
る
新
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定

「
多
摩
に
起
業
や
第
二
創
業
の
拠
点
を
！
」
と
村
越
会
長

「
東
京
の
中
小
企
業
振
興
を
考
え
る
有
識
者
会
議
」を
開
く

　東
京
都
は
、東
京
の
中
小
企
業
振
興
に
関
す
る
新
た
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
す
る
た
め
の
有
識
者

会
議
を
発
足
さ
せ
、
2
月
19
日
に
都
庁
で
1
回
目
の
会
合
を
開
き
ま
し
た
。会
議
の
名
称
は「
東

京
の
中
小
企
業
振
興
を
考
え
る
有
識
者
会
議
」。2
0
2
8
年
ま
で
の
約
10
年
間
を
見
通
し
た
中

小
企
業
振
興
の
在
り
方
を
、中
長
期
的
な
視
点
で
議
論
し
ま
す
。中
小
企
業
支
援
経
済
団
体
の
委

員
と
し
て
東
京
都
商
工
会
連
合
会
の
村
越
政
雄
会
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
中
小
企
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
急
速
に
変

化
し
て
い
ま
す
。
東
京
都
で
は
2
0
2
5
年

を
ピ
ー
ク
に
人
口
が
減
少
す
る
と
予
測
さ

れ
、今
後
の
労
働
力
不
足
が
懸
念
さ
れ
る
中
、

限
ら
れ
た
人
材
で
生
産
性
を
高
め
て
い
く
取

組
み
が
不
可
欠
に
な
っ
て
い
ま
す
。
有
識
者

会
議
で
は
、
こ
う
し
た
環
境
変
化
に
対
し
て

的
確
な
対
応
を
図
る
た
め
、
中
小
企
業
振
興

の
方
向
性
や
早
急
に
実
施
す
べ
き
施
策
な
ど

に
つ
い
て
検
討
を
進
め
ま
す
。

　
東
京
都
商
工
会
連
合
会
（
都
商
工
連
）

は
３
月
29
日
、
昭
島
市
の
東
京
都
中
小
企

業
振
興
公
社
多
摩
支
社
で
、
平
成
29
年
度

第
1
回
臨
時
総
会
を
開
き
、
平
成
30
年
度

の
事
業
計
画
、
一
般
会
計
収
支
予
算
な
ど

9
議
案
を
上
程
、
全
議
案
を
全
会
一
致
で

承
認
し
ま
し
た
。

　
平
成
30
年
度
は
、
基
本
方
針
に
①
小
規

模
事
業
者
の
事
業
承
継
や
創
業
を
強
力
に

サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
、
経
営
指
導
員
の
支

援
力
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
専
門
性
・

広
域
性
を
備
え
た
「
多
摩
・
島
し
ょ
経
営

支
援
拠
点
」
の
積
極
的
な
活
用
に
よ
る
実

効
性
あ
る
支
援
体
制
の
構
築
②
2
0
2
0

東
京
大
会
を
、
多
摩
地
域
に
訪
都
国
内
旅

行
者
や
外
国
人
旅
行
者
を
呼
び
込
む
好
機

と
し
、
さ
ら
に
多
摩
を
国
際
的
な
起
業
・

創
業
の
拠
点
と
し
て
発
信
③
商
工
会
あ
り

方
検
討
会
の
「
2
0
2
5
年
多
摩
島
嶼
商

工
会
等
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
実
現
す
る
た
め
の

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
う
ち
、
2
0
2
0
年

ま
で
の
「
第
Ⅰ
期
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」

を
着
実
に
実
行
、の
3
点
を
掲
げ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
基
本
方
針
を
達
成
す
る
た
め
11

の
重
点
項
目
（
別
掲
）
を
事
業
計
画
に
盛

り
込
み
ま
し
た
。

　
冒
頭
、
小
池
百
合
子
東
京
都
知
事
は
「
将

来
を
見
通
す
こ
と
が
で
き
る
質
の
高
い
ビ

ジ
ョ
ン
の
策
定
に
向
け
て
、
皆
様
の
お
知
恵

を
借
り
て
議
論
を
深
め
て
い
き
た
い
」
と
挨

拶
し
ま
し
た
。
有
識
者
会
議
は
11
人
の
委
員

で
構
成
さ
れ
、
座
長
に
は
早
稲
田
大
学
の
鵜

飼
信
一
教
授
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
（
別
表
）。

　
第
1
回
の
会
議
で
は
、
都
内
中
小
企
業
を

取
り
巻
く
現
状
や
環
境
の
変
化
や
、
都
の
中

小
企
業
振
興
施
策
の
状
況
を
共
有
し
認
識
を

深
め
る
た

め
、
事
務
局

が
「
中
小
企

業
を
取
り
巻

く
現
状
と
都

の
施
策
」
を

説
明
。ま
た
、

み
ず
ほ
総
合

研
究
所
経
済

調
査
部
の
太

田
智
之
氏
が

「
中
小
企
業

の
生
産
性
を

高
め
る
た
め

に
何
を
す
べ

き
か
」
を
テ
ー

マ
に
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を

行
い
ま
し
た
。

　
村
越
都
商
工

連
会
長
は
「
多

摩
地
域
は
イ
ン

フ
ラ
が
整
い
、

産
学
連
携
の
動

き
も
活
発
で
、
自
然
環
境
も
い
い
。
撤
退
し

た
大
企
業
の
用
地
を
使
い
、
起
業
や
第
二
創

業
を
目
指
す
拠
点
と
な
る
よ
う
な
工
業
団
地

を
作
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
、
意
見
を
述

べ
ま
し
た
。

　
4
月
以
降
に
数
回
の
会
議
を
開
き
、
10
月

に
「
中
間
ま
と
め
」
を
公
表
、
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
な
ど
を
行
い
、
2
0
1
9
年
1
月

に
ビ
ジ
ョ
ン
を
発
表
す
る
予
定
で
す
。

　3月10、11日に、在日外国人を対象とした「古民家を活用した宿泊体験」のモニ
ターツアーを行いました。
　1日目は、武蔵五日市駅に集合してマイクロバスで移動。檜原村の重要文化財「小
林家住宅」へ。最大斜度43度のモノレールに乗って到着しました。小林家住宅では手
裏剣投げなどの忍者体験をし、お昼は兜屋で地元のヤマメ塩焼き、じゃがいもなどの
野菜料理を堪能しました。
　午後は九頭龍神社で獅子舞見学や竜神の滝での滝行の説明を受けたのですが、
24歳のポーランド人が滝行に飛び入り参加のハプニング。参加者から大喝采を浴び
ました。数馬の湯で温泉につかり、つる細工も体験。夕食は玉傳寺で地元の鹿肉シ
チュー、舞茸天ぷらなどに舌つづみ。宿のへんぼり堂では、じゃがいも焼酎を酌み交
わし深夜まで歓談しました。
　2日目は、払沢の滝を見て、檜原村観光協会で紙漉(す)き体験。原料の楮(こうぞ)の
皮を叩いて紙の材料を作り、葉書と半紙を作りました。アメリカ淵を見学して人気の
黒茶屋で昼食。大きな水車や古民家での昼食に、皆さん大満足の様子でした。

事務局
から

東 京 都

臨
時
総
会

　
経
営
指
導
員
が
専
門
家
と
協
力
し
て
、

中
小
・
小
規
模
企
業
の
経
営
課
題
の
発
見

か
ら
課
題
解
決
ま
で
を
切
れ
目
な
く
支
援

し
ま
す
。
最
初
に
１
回
行
う
経
営
診
断

チ
ェ
ッ
ク
を
3
0
0
社
、
専
門
家
派
遣
が

2
回
ま
で
使
え
る
「
改
善
支
援
コ
ー
ス
」

は
90
社
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
事
業
計
画

づ
く
り
と
、
そ
の
実
行
を
支
援
す
る
「
成

長
ア
シ
ス
ト
コ
ー
ス
」
で
は
50
社
が
延
べ

9
回
ま
で
無
料
で
専
門
家
を
活
用
で
き
ま

す
。

　
昨
年
９
月
に
、
連
合
会
を
中
心
に
商
工

会
や
商
工
会
議
所
、
観
光
協
会
、
J
A
、

自
治
体
等
が
参
加
し
て
広
域
的
な
組
織
、

「
多
摩
観
光
推
進
協
議
会
」
を
設
立
。
こ

の
協
議
会
を
中
心
に
、
今
後
は
、
海
外
に

向
け
て
多
摩
の
魅
力
を
発
信
す
る
と
と
も

に
、
観
光
客
誘
致
を
実
現
す
る
具
体
的
な

４
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
、
観
光
客
受
け

入
れ
体
制
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
中
小
企
業
活
力
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

■
多
摩
観
光・産
業
振
興
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

30年度基本方針

多
摩・島
し
ょ
経
営
支
援
拠
点
の
活
用
で
、事
業
承
継
の
課
題
で
あ
る
承
継
の
前
段
階
を
積
極
的
に
支
援

2
0
2
0
東
京
大
会
に
向
け「
多
摩
観
光
推
進
協
議
会
」を
中
心
に
、観
光
の
魅
力
と
、

起
業・創
業
の
拠
点
と
し
て
の
多
摩
を
発
信

「
2
0
2
5
年
多
摩
島
嶼
商
工
会
等
ビ
ジ
ョ
ン
」の
実
現
に
向
け
た
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
着
実
な
実
行

①②③

１．経営指導員等職員の支援力強化
　による商工会利用の促進
２．小規模事業者の伴走型支援と
　商工会の組織力強化支援
３．2025年多摩島嶼商工会等
　ビジョンの着実な実行
４．情報セキュリティと
　安全管理体制の強化
５．高度化・多様化する経営課題に
　対応する相談、支援の充実
６．多摩地域の産業振興の推進
７．島嶼地域の産業振興事業の推進
８．財政力向上支援の強化
９．東京オリンピック・パラリンピック
　を契機に多摩・島嶼地域の発展と、
　多摩の観光・産業振興ネットワーク
　構築に向けた取組み
１０．東日本大震災等に対する
　  支援の継続
１１．政策提言および意見要望

30年度の重点項目 　
多
摩
島
嶼
の
小
規
模
事
業
者
の
事
業
承

継
と
創
業
を
強
力
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
、
地

域
で
持
続
的
な
経
営
を
続
け
て
い
く
こ
と

が
で
き
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。
1
5
0
企

業
が
最
高
12
回
ま
で
専
門
家
か
ら
無
料
で

支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
今
年
度
は
、「
事
業
承
継
支
援
室
」

を
新
た
に
設
置
し
、
事
業
の
承
継
前
段
階

を
補
助
金
等
に
よ
り
強
力
に
支
援
し
て
い

き
ま
す
。

■
多
摩・島
し
ょ
経
営
支
援
拠
点

30
年
度
の
主
要
事
業

　
商
工
会
、
商
工
会
議
所
、
支
援
機
関
と

1
3
0
を
超
え
る
加
盟
企
業
に
よ
る
広
域

的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
、
も
の
づ
く
り
企

業
の
人
材
確
保
事
業
と
、
従
業
員
の
定
着

率
向
上
、
非
正
規
雇
用
の
正
規
化
、
賃
上

げ
に
つ
な
が
る
処
遇
改
善
事
業
に
取
り
組

み
ま
す
。

■
中
小
企
業
人
材
確
保
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

第
1
回
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▲活発な意見交換が行われた島嶼地域資源PR事業報告会議

※

商
工
会
設
立
順
に
記
載
、地
域
名
は
商
工
会
名
。「
都
連
」

は
東
京
都
商
工
会
連
合
会
の
略
。「
商
指
」は
商
工
会
指
導

員
、「
専
経
」は
専
門
経
営
指
導
員
、「
経
指
」は
経
営
指
導

員
、「
業
務
」は
業
務
支
援
員
、「
記
帳
」は
記
帳
相
談
員
、「一

般
」は一般
職
員
の
略
で
す（
カ
ッ
コ
内
は
旧
職
）。

新事務局長

人
事
交
流

　
東
京
都
商
工
会
連
合
会
と
各
商
工
会
は

４
月
１
日
付
け
で
定
期
人
事
交
流
を
行
い

ま
し
た
。

東京都商工会連合会事務局次長
小野寺 崇

神津島村商工会
浜川　誠

東京都商工会連合会
清水　晋

　（
４
月
１
日
）【
三
鷹
】▽
係
長
・
経
指（
国
立

市
・
係
長
・
経
指
）栗
原
明
生
▽
主
事
・
経
指（
武

蔵
村
山
市
・
記
帳
）松
本
泰
治
▽
記
帳（一般
）尾

賀
正
敏

　【
国
分
寺
市
】▽
課
長
・
経
指（
課
長
補
佐
・
経

指
）高
橋
智
成
▽
係
長
・
経
指（
主
事
・
経
指
）吉

田
直
哉
▽
主
事
・
経
指（
都
連
・
業
務
）清
水
多

賀
子

　【
日
野
市
】▽
事
務
局
長（
福
生
市
・
事
務
局

長
）森
田
陽一▽
係
長・経
指（
主
事・経
指
）山
本

浩
司
▽
主
事・経
指（
係
長・経
指
）小
林
稔=

再

雇
用

　【
清
瀬
】▽
事
務
局
長 

関
昇
司=

勤
務
延
長
▽

課
長
補
佐
・
経
指（
係
長
・
経
指
）藤
井
博
之
▽

主
事・経
指 

菊
池
武
伸=

再
雇
用

　【
小
平
】▽
課
長
補
佐
・
経
指（
係
長
・
経
指
）

遠
藤
幹
夫
▽
業
務 

横
山
勇=

新
規
採
用

　【
小
金
井
市
】▽
事
務
局
長（
東
村
山
市
・
課

長
・
経
指
）石
坂
徳
康
▽
係
長
・
経
指（
主
事
・
経

指
）井
上
勲
▽
主
事・経
指 

芝
木
陽
六=

再
雇
用

　【
西
東
京
】▽
事
務
局
長 

小
谷
野
佳一=

新
規

採
用
▽
主
事・経
指（
業
務
）小
山
泰
正

　【
狛
江
市
】▽
主
事
・
経
指（
三
鷹
・
記
帳
）松

本
祐
太
▽
主
事
・
経
指（
主
事
・
経
指
）水
野
宏一

郎=

再
雇
用
▽
主
事
事
務
・
業
務（
業
務
）寺
田

美
由
紀

　【
大
島
町
】▽
事
務
局
長 

浅
沼
し
の
ぶ=

勤
務

延
長

　【
調
布
市
】▽
事
務
局
長（
課
長
・
経
指
）横
田

誠
▽
主
事
・
経
指（
日
野
市
・
事
務
局
長
）中
村

忠
義=

再
雇
用

　【
福
生
市
】▽
事
務
局
長（
課
長
・
経
指
）伊
藤

知
広
▽
記
帳（
都
連
・
企
業
支
援
課
・
業
務
）千

葉
裕
馬

　【
東
久
留
米
市
】▽
主
事
事
務
・
業
務（
業
務
）

永
須
真
由
美

　【
東
村
山
市
】▽
係
長
・
経
指（
あ
き
る
野
・
係

長・経
指
）佐
々
木
規
之

　【
国
立
市
】▽
課
長
補
佐
・
経
指（
小
平
・
課
長

補
佐・経
指
）小
山
崇

　【
あ
き
る
野
】▽
主
事
・
経
指 

高
橋
道
明=

再

雇
用
▽
業
務 

杉
浦
敬
太=

新
規
採
用
▽
記
帳 

浅
見
和
哉=

新
規
採
用

　【
東
大
和
市
】▽
課
長
・
経
指（
課
長
補
佐
・
経

指
）遠
藤
俊
昭
▽
主
事
・
経
指（
国
分
寺
市
・
主

事
・
経
指
）比
留
間
武
▽
業
務（
狛
江
市
・
記
帳
）

鈴
木
美
保

　【
武
蔵
村
山
市
】▽
事
務
局
長（
都
連
・
事
務

局
長
）村
野
哲
也
▽
係
長
・
経
指（
東
大
和
市
・

主
事・経
指
）石
﨑
寛
之

　【
八
丈
町
】▽
事
務
局
長 
山
田
滋=

再
雇
用

　【
稲
城
市
】▽
係
長
・
経
指（
三
鷹
・
係
長
・
経

指
）寺
田
龍
▽
主
事
・
経
指（
課
長
補
佐
・
経
指
）

池
谷
主
悦=

再
雇
用

　【
羽
村
市
】▽
係
長
・
経
指（
主
事
・
経
指
）冨

永
裕
一
郎
▽
主
事
事
務
・
業
務 

杉
村
玉
枝=

再

雇
用
▽一般（
都
連・組
織
支
援
課・一般
）高
橋
司

　【
瑞
穂
町
】▽
事
務
局
長（
西
東
京
・
事
務
局

長
）海
和
将
也

　【
昭
島
市
】▽
事
務
局
長 

水
野
宏一=

勤
務
延
長

　【
新
島
村
】▽
事
務
局
長 

前
田
譲=

勤
務
延
長

　【
神
津
島
村
】▽
事
務
局
長 

浜
川
誠=

新
規
採

用　【
小
笠
原
村
】▽
事
務
局
長 

鈴
木
正
久=

勤

務
延
長

　【
日
の
出
町
】▽
事
務
局
長 

森
田
泉=

勤
務

延
長
▽
業
務（
羽
村・一般
）市
川
保

　【
都
連
】▽
事
務
局
長（
事
務
局
次
長
）清
水

晋
▽
多
摩
観
光
推
進
協
議
会
事
務
局
事
務
局

長 

駒
治
徳=

勤
務
延
長
▽
事
務
局
次
長
兼
地

域
振
興
課
課
長
事
務
取
扱（
組
織
支
援
課
課

長・商
指
）小
野
寺
崇
▽
総
務
課
課
長・商
指 

斉

藤
彦
明=

勤
務
延
長
▽
組
織
支
援
課
課
長
・
商

指（
あ
き
る
野・課
長
補
佐・経
指
）田
中
庸
仁
▽

総
務
課
・
課
長
補
佐
・
商
指（
総
務
課
・
庶
務
係

長
・
商
指
）福
島
茂
▽
企
業
支
援
課
・
課
長
補

佐・経
指（
総
務
課・経
理
係
長・商
指
）齊
藤
政

幸
▽
総
務
課
・
経
理
係
長
・
商
指（
稲
城
・
主
事
・

経
指
）西
家
徹
▽
組
織
支
援
課
・
主
事
・
専
経

（
武
蔵
村
山
市
・
事
務
局
長
）高
橋
誠=

再
雇
用

▽
地
域
振
興
課・係
長
事
務・多
摩
人
材
支
援
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局
・
業
務（
日
野
市
・
係
長
事

務
・
業
務
）山
口
理
恵
▽
企
業
支
援
課
・
業
務

（
日
の
出
町・業
務
）小
谷
田
学
▽
総
務
課・業
務

（
企
業
支
援
課
・
業
務
）長
本
弥
生
▽
多
摩
観
光

推
進
協
議
会
事
務
局・業
務 

平
岡
晋
吾=

新
規

採
用

【
退
職
】 ▽
小
金
井
市・事
務
局
長 

小
林
貢
▽
調

布
市
・
事
務
局
長 

安
立
千
鶴
子
▽
東
村
山
市
・

主
事 

竹
内
貴
之
▽
東
大
和
市
・
業
務 

中
島
明

美
▽
瑞
穂
町
・
事
務
局
長 

萩
原
一
明
▽
神
津
島

村・事
務
局
長 

土
谷
清
春

日野市商工会
森田　陽一

小金井市商工会
石坂　徳康

西東京商工会
小谷野 佳一

調布市商工会
横田  　誠

福生市商工会
伊藤　知広

武蔵村山市商工会
村野　哲也

瑞穂町商工会
海和　将也

● 

小
笠
原
村 

返
還
50
周
年
記
念
事
業
で
観
光
客
増
を
見
込
む

● 

八
丈
町
・
新
島
村 

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
で
来
島
者
増
へ

東
京
都
商
工
会
連
合
会

島
嶼
地
域
資
源
P
R
事
業
報
告
会
議
を
開
催

　事業承継の形は様々です。飲食店や食品店では、店の味が多くの顧客に支持され、
「この味は絶対この街に残したい」という思いをもって、廃業を決めていた店舗を引き
継ぐケースがあります。地域による「味の伝承」といえます。
　ある飲食店は、料理のおいしさが評判を呼び、地元はもとより遠方からの客にも恵
まれ、安定した経営を続けていました。しかし、店主は、自身の高齢化と家族に後継者
がいないことから、店舗賃貸契約の満了を契機に廃業を決めました。するとこの店に
足繁く通っていた常連客が「この味は残すべきだ」と、店主に弟子入りを志願しまし
た。店主は無理だと思いましたが、志願者が会社を設立してまで引き継ぎたいと本気
で訴えたため、事業の承継を決めました。他の常連客も、新店舗の物件探しや、移転ま
での什器保管などを応援するようになり、地域を挙げての事業承継となりました。
　引退を決めていた店主は、店の｢のれん｣を守った弟子に自らが極めた味を伝える
という新たな生きがいを見つけ、今、職人として厨房で腕を振るっています。
　この他にも、街の「味」を守ろうとした事例があります。全く違った業種でありながら
事業承継し、子どもの頃から親しんだ洋菓子の味を残した例や、商店街にスイーツ店
が欠かせないとして廃業店舗を引き継いだ例などです。
　多摩・島しょ経営支援拠点では、こうした「地域でつなぐ事業承継」について、経営に
関する各分野の専門家相談支援を実施しています。

平
成
29
年
度

然
の
魅
力
を
世
界
に
発
信
し
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
島
嶼
地
域
6
商
工
会
の
報
告
で
は
、
小

笠
原
村
商
工
会
が
「
会
員
事
業
者
が
増
加

し
、
新
し
い
船
が
就
航
し
た
こ
と
で
観
光

客
も
増
加
傾
向
に
あ
る
。
今
年
は
返
還
50

周
年
を
迎
え
、
レ
ス
ト
ラ
ン
や
民
宿
な
ど

の
建
築
ラ
ッ
シ
ュ
が
続
い
て
い
る
。
記
念

行
事
は
毎
月
複
数
予
定
さ
れ
て
お
り
、
こ

れ
に
よ
る
観
光
客
増
に
期
待
し
て
い
る
」

な
ど
好
調
ぶ
り
を
報
告
し
ま
し
た
。
こ
れ

に
対
し「
会
員
数
の
減
少
が
続
い
て
い
る
。

会
費
・
手
数
料
収
入
も
減
少
し
て
い
る
」

な
ど
、
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
商

工
会
か
ら
の
報
告
も
あ
り
ま
し
た
。

　
一
方
、
映
画
や
T
V
、
C
M
な
ど
の
ロ

ケ
ー
シ
ョ
ン
撮
影
を
誘
致
す
る
事
業
を

行
っ
て
い
る
八
丈
町
商
工
会
や
新
島
村
商

工
会
で
は
、「
問
い
合
わ
せ
が
1
8
0
件

と
昨
年
の
2
倍
、
来
島
者
が
昨
年
よ
り
1

割
増
（
八
丈
町
商
工
会
）」、「
す
で
に
問

い
合
わ
せ
が
50
件
と
昨
年
通
期
の
5
倍

（
新
島
村
商
工
会
）」
な
ど
、
同
事
業
が
来

島
者
増
加
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
の
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。
新
島
村
商
工
会
は
、
東

京
湾
岸
地
域
の
Ｆ
Ｍ
番
組
提
供
や
、新
島
・

式
根
島
の
映
像
を
撮
影
し
S
N
S
を
使
っ

　
都
商
工
連
は
2
月
20
日
、
港
区
の
ホ
テ

ル
で
「
平
成
29
年
度 

島
嶼
地
域
資
源

P
R
事
業
報
告
会
議
」
を
開
き
ま
し
た
。

会
議
で
は
、
都
商
工
連
か
ら
29
年
度
の
島

嶼
地
域
資
源
P
R
事
業
の
実
績
報
告
と
30

年
度
の
事
業
計
画
の
説
明
が
、
島
嶼
地
域

の
6
商
工
会
か
ら
は
、
各
島
の
現
状
と
課

題
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
村
越
政
雄
都
商
工
連
会
長
は
挨
拶
で

「
島
嶼
地
域
で
は
、観
光
、特
産
品
の
開
発
、

販
路
拡
大
な
ど
の
事
業
の
推
進
が
重
要
。

ま
た
、
2
0
2
0
東
京
大
会
は
島
嶼
地
域

に
と
っ
て
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
。
豊
か
な
自

て
P
R
す
る
コ
ン
テ
ス
ト
の
開
催
な
ど
、

メ
デ
ィ
ア
を
駆
使
し
た
島
情
報
の
発
信
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
報
告

し
ま
し
た
。

　
報
告
会
後
、
コ
ト
リ
コ
代
表
取
締
役
の

江
藤
梢
氏
が
「
地
域
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド
力

向
上
の
た
め
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

多摩・島しょ経営支援拠点

事業承継の現場から
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▲活発な意見交換が行われた島嶼地域資源PR事業報告会議

※

商
工
会
設
立
順
に
記
載
、地
域
名
は
商
工
会
名
。「
都
連
」

は
東
京
都
商
工
会
連
合
会
の
略
。「
商
指
」は
商
工
会
指
導

員
、「
専
経
」は
専
門
経
営
指
導
員
、「
経
指
」は
経
営
指
導

員
、「
業
務
」は
業
務
支
援
員
、「
記
帳
」は
記
帳
相
談
員
、「一

般
」は一般
職
員
の
略
で
す（
カ
ッ
コ
内
は
旧
職
）。

新事務局長

人
事
交
流

　
東
京
都
商
工
会
連
合
会
と
各
商
工
会
は

４
月
１
日
付
け
で
定
期
人
事
交
流
を
行
い

ま
し
た
。

東京都商工会連合会事務局次長
小野寺 崇

神津島村商工会
浜川　誠

東京都商工会連合会
清水　晋

　（
４
月
１
日
）【
三
鷹
】▽
係
長
・
経
指（
国
立

市
・
係
長
・
経
指
）栗
原
明
生
▽
主
事
・
経
指（
武

蔵
村
山
市
・
記
帳
）松
本
泰
治
▽
記
帳（一般
）尾

賀
正
敏

　【
国
分
寺
市
】▽
課
長
・
経
指（
課
長
補
佐
・
経

指
）高
橋
智
成
▽
係
長
・
経
指（
主
事
・
経
指
）吉

田
直
哉
▽
主
事
・
経
指（
都
連
・
業
務
）清
水
多

賀
子

　【
日
野
市
】▽
事
務
局
長（
福
生
市
・
事
務
局

長
）森
田
陽一▽
係
長・経
指（
主
事・経
指
）山
本

浩
司
▽
主
事・経
指（
係
長・経
指
）小
林
稔=

再

雇
用

　【
清
瀬
】▽
事
務
局
長 

関
昇
司=

勤
務
延
長
▽

課
長
補
佐
・
経
指（
係
長
・
経
指
）藤
井
博
之
▽

主
事・経
指 

菊
池
武
伸=

再
雇
用

　【
小
平
】▽
課
長
補
佐
・
経
指（
係
長
・
経
指
）

遠
藤
幹
夫
▽
業
務 

横
山
勇=

新
規
採
用

　【
小
金
井
市
】▽
事
務
局
長（
東
村
山
市
・
課

長
・
経
指
）石
坂
徳
康
▽
係
長
・
経
指（
主
事
・
経

指
）井
上
勲
▽
主
事・経
指 

芝
木
陽
六=

再
雇
用

　【
西
東
京
】▽
事
務
局
長 

小
谷
野
佳一=

新
規

採
用
▽
主
事・経
指（
業
務
）小
山
泰
正

　【
狛
江
市
】▽
主
事
・
経
指（
三
鷹
・
記
帳
）松

本
祐
太
▽
主
事
・
経
指（
主
事
・
経
指
）水
野
宏一

郎=

再
雇
用
▽
主
事
事
務
・
業
務（
業
務
）寺
田

美
由
紀

　【
大
島
町
】▽
事
務
局
長 

浅
沼
し
の
ぶ=

勤
務

延
長

　【
調
布
市
】▽
事
務
局
長（
課
長
・
経
指
）横
田

誠
▽
主
事
・
経
指（
日
野
市
・
事
務
局
長
）中
村

忠
義=

再
雇
用

　【
福
生
市
】▽
事
務
局
長（
課
長
・
経
指
）伊
藤

知
広
▽
記
帳（
都
連
・
企
業
支
援
課
・
業
務
）千

葉
裕
馬

　【
東
久
留
米
市
】▽
主
事
事
務
・
業
務（
業
務
）

永
須
真
由
美

　【
東
村
山
市
】▽
係
長
・
経
指（
あ
き
る
野
・
係

長・経
指
）佐
々
木
規
之

　【
国
立
市
】▽
課
長
補
佐
・
経
指（
小
平
・
課
長

補
佐・経
指
）小
山
崇

　【
あ
き
る
野
】▽
主
事
・
経
指 

高
橋
道
明=

再

雇
用
▽
業
務 

杉
浦
敬
太=

新
規
採
用
▽
記
帳 

浅
見
和
哉=

新
規
採
用

　【
東
大
和
市
】▽
課
長
・
経
指（
課
長
補
佐
・
経

指
）遠
藤
俊
昭
▽
主
事
・
経
指（
国
分
寺
市
・
主

事
・
経
指
）比
留
間
武
▽
業
務（
狛
江
市
・
記
帳
）

鈴
木
美
保

　【
武
蔵
村
山
市
】▽
事
務
局
長（
都
連
・
事
務

局
長
）村
野
哲
也
▽
係
長
・
経
指（
東
大
和
市
・

主
事・経
指
）石
﨑
寛
之

　【
八
丈
町
】▽
事
務
局
長 

山
田
滋=

再
雇
用

　【
稲
城
市
】▽
係
長
・
経
指（
三
鷹
・
係
長
・
経

指
）寺
田
龍
▽
主
事
・
経
指（
課
長
補
佐
・
経
指
）

池
谷
主
悦=

再
雇
用

　【
羽
村
市
】▽
係
長
・
経
指（
主
事
・
経
指
）冨

永
裕
一
郎
▽
主
事
事
務
・
業
務 

杉
村
玉
枝=

再

雇
用
▽一般（
都
連・組
織
支
援
課・一般
）高
橋
司

　【
瑞
穂
町
】▽
事
務
局
長（
西
東
京
・
事
務
局

長
）海
和
将
也

　【
昭
島
市
】▽
事
務
局
長 

水
野
宏一=

勤
務
延
長

　【
新
島
村
】▽
事
務
局
長 

前
田
譲=

勤
務
延
長

　【
神
津
島
村
】▽
事
務
局
長 

浜
川
誠=

新
規
採

用　【
小
笠
原
村
】▽
事
務
局
長 

鈴
木
正
久=

勤

務
延
長

　【
日
の
出
町
】▽
事
務
局
長 

森
田
泉=

勤
務

延
長
▽
業
務（
羽
村・一般
）市
川
保

　【
都
連
】▽
事
務
局
長（
事
務
局
次
長
）清
水

晋
▽
多
摩
観
光
推
進
協
議
会
事
務
局
事
務
局

長 

駒
治
徳=

勤
務
延
長
▽
事
務
局
次
長
兼
地

域
振
興
課
課
長
事
務
取
扱（
組
織
支
援
課
課

長・商
指
）小
野
寺
崇
▽
総
務
課
課
長・商
指 

斉

藤
彦
明=

勤
務
延
長
▽
組
織
支
援
課
課
長
・
商

指（
あ
き
る
野・課
長
補
佐・経
指
）田
中
庸
仁
▽

総
務
課
・
課
長
補
佐
・
商
指（
総
務
課
・
庶
務
係

長
・
商
指
）福
島
茂
▽
企
業
支
援
課
・
課
長
補

佐・経
指（
総
務
課・経
理
係
長・商
指
）齊
藤
政

幸
▽
総
務
課
・
経
理
係
長
・
商
指（
稲
城
・
主
事
・

経
指
）西
家
徹
▽
組
織
支
援
課
・
主
事
・
専
経

（
武
蔵
村
山
市
・
事
務
局
長
）高
橋
誠=

再
雇
用

▽
地
域
振
興
課・係
長
事
務・多
摩
人
材
支
援
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局
・
業
務（
日
野
市
・
係
長
事

務
・
業
務
）山
口
理
恵
▽
企
業
支
援
課
・
業
務

（
日
の
出
町・業
務
）小
谷
田
学
▽
総
務
課・業
務

（
企
業
支
援
課
・
業
務
）長
本
弥
生
▽
多
摩
観
光

推
進
協
議
会
事
務
局・業
務 

平
岡
晋
吾=

新
規

採
用

【
退
職
】 ▽
小
金
井
市・事
務
局
長 

小
林
貢
▽
調

布
市
・
事
務
局
長 

安
立
千
鶴
子
▽
東
村
山
市
・

主
事 

竹
内
貴
之
▽
東
大
和
市
・
業
務 

中
島
明

美
▽
瑞
穂
町
・
事
務
局
長 

萩
原
一
明
▽
神
津
島

村・事
務
局
長 

土
谷
清
春

日野市商工会
森田　陽一

小金井市商工会
石坂　徳康

西東京商工会
小谷野 佳一

調布市商工会
横田  　誠

福生市商工会
伊藤　知広

武蔵村山市商工会
村野　哲也

瑞穂町商工会
海和　将也

● 
小
笠
原
村 

返
還
50
周
年
記
念
事
業
で
観
光
客
増
を
見
込
む

● 
八
丈
町
・
新
島
村 

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
で
来
島
者
増
へ

東
京
都
商
工
会
連
合
会

島
嶼
地
域
資
源
P
R
事
業
報
告
会
議
を
開
催

　事業承継の形は様々です。飲食店や食品店では、店の味が多くの顧客に支持され、
「この味は絶対この街に残したい」という思いをもって、廃業を決めていた店舗を引き
継ぐケースがあります。地域による「味の伝承」といえます。
　ある飲食店は、料理のおいしさが評判を呼び、地元はもとより遠方からの客にも恵
まれ、安定した経営を続けていました。しかし、店主は、自身の高齢化と家族に後継者
がいないことから、店舗賃貸契約の満了を契機に廃業を決めました。するとこの店に
足繁く通っていた常連客が「この味は残すべきだ」と、店主に弟子入りを志願しまし
た。店主は無理だと思いましたが、志願者が会社を設立してまで引き継ぎたいと本気
で訴えたため、事業の承継を決めました。他の常連客も、新店舗の物件探しや、移転ま
での什器保管などを応援するようになり、地域を挙げての事業承継となりました。
　引退を決めていた店主は、店の｢のれん｣を守った弟子に自らが極めた味を伝える
という新たな生きがいを見つけ、今、職人として厨房で腕を振るっています。
　この他にも、街の「味」を守ろうとした事例があります。全く違った業種でありながら
事業承継し、子どもの頃から親しんだ洋菓子の味を残した例や、商店街にスイーツ店
が欠かせないとして廃業店舗を引き継いだ例などです。
　多摩・島しょ経営支援拠点では、こうした「地域でつなぐ事業承継」について、経営に
関する各分野の専門家相談支援を実施しています。

平
成
29
年
度

然
の
魅
力
を
世
界
に
発
信
し
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
島
嶼
地
域
6
商
工
会
の
報
告
で
は
、
小

笠
原
村
商
工
会
が
「
会
員
事
業
者
が
増
加

し
、
新
し
い
船
が
就
航
し
た
こ
と
で
観
光

客
も
増
加
傾
向
に
あ
る
。
今
年
は
返
還
50

周
年
を
迎
え
、
レ
ス
ト
ラ
ン
や
民
宿
な
ど

の
建
築
ラ
ッ
シ
ュ
が
続
い
て
い
る
。
記
念

行
事
は
毎
月
複
数
予
定
さ
れ
て
お
り
、
こ

れ
に
よ
る
観
光
客
増
に
期
待
し
て
い
る
」

な
ど
好
調
ぶ
り
を
報
告
し
ま
し
た
。
こ
れ

に
対
し「
会
員
数
の
減
少
が
続
い
て
い
る
。

会
費
・
手
数
料
収
入
も
減
少
し
て
い
る
」

な
ど
、
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
商

工
会
か
ら
の
報
告
も
あ
り
ま
し
た
。

　
一
方
、
映
画
や
T
V
、
C
M
な
ど
の
ロ

ケ
ー
シ
ョ
ン
撮
影
を
誘
致
す
る
事
業
を

行
っ
て
い
る
八
丈
町
商
工
会
や
新
島
村
商

工
会
で
は
、「
問
い
合
わ
せ
が
1
8
0
件

と
昨
年
の
2
倍
、
来
島
者
が
昨
年
よ
り
1

割
増
（
八
丈
町
商
工
会
）」、「
す
で
に
問

い
合
わ
せ
が
50
件
と
昨
年
通
期
の
5
倍

（
新
島
村
商
工
会
）」
な
ど
、
同
事
業
が
来

島
者
増
加
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
の
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。
新
島
村
商
工
会
は
、
東

京
湾
岸
地
域
の
Ｆ
Ｍ
番
組
提
供
や
、新
島
・

式
根
島
の
映
像
を
撮
影
し
S
N
S
を
使
っ

　
都
商
工
連
は
2
月
20
日
、
港
区
の
ホ
テ

ル
で
「
平
成
29
年
度 

島
嶼
地
域
資
源

P
R
事
業
報
告
会
議
」
を
開
き
ま
し
た
。

会
議
で
は
、
都
商
工
連
か
ら
29
年
度
の
島

嶼
地
域
資
源
P
R
事
業
の
実
績
報
告
と
30

年
度
の
事
業
計
画
の
説
明
が
、
島
嶼
地
域

の
6
商
工
会
か
ら
は
、
各
島
の
現
状
と
課

題
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
村
越
政
雄
都
商
工
連
会
長
は
挨
拶
で

「
島
嶼
地
域
で
は
、観
光
、特
産
品
の
開
発
、

販
路
拡
大
な
ど
の
事
業
の
推
進
が
重
要
。

ま
た
、
2
0
2
0
東
京
大
会
は
島
嶼
地
域

に
と
っ
て
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
。
豊
か
な
自

て
P
R
す
る
コ
ン
テ
ス
ト
の
開
催
な
ど
、

メ
デ
ィ
ア
を
駆
使
し
た
島
情
報
の
発
信
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
報
告

し
ま
し
た
。

　
報
告
会
後
、
コ
ト
リ
コ
代
表
取
締
役
の

江
藤
梢
氏
が
「
地
域
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド
力

向
上
の
た
め
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

多摩・島しょ経営支援拠点

事業承継の現場から
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と商工会 No.23私

｜手作りパンの店 ベーカリー ピッコロ｜

調理の専門学校で菓子作りを学び、東京プリンスホテルに就職して、
主にケーキの担当を、次にハイアットリージェンシー東京に移り、デニッシ
ュやドーナツ作りを担当しました。ただ、専門学校時代からパン作りをした
いという思いが強く、多摩地域のパン専門店に転職しました。そこでは、
店長として、パン作りだけでなく、仕入れや販売、人事など経営全般も見
ていました。
独立したのが2000年。昭島市の住宅街の真ん中に店を構えました。

駅前でもなく商店街でもない、幹線道路から少し入ったところにポツンと
ある店です。あえて、商圏が半径500mくらいのパン屋さんを目指そうとし
ました。おかげ様で開業18年になりますが、近所の皆さんや学生さんか
らは「私たちのパン屋さん」として親しまれ、経営も順調です。
開業後1年くらい経って、保育園から給食用のパンの注文が入りまし

た。小回りが利く地元のパン屋さんがいいと判断されたようです。これが
きっかけで、パンの注文販売が始まりました。注文販売は季節や日によっ
て波があるのですが、年間の売上でみると、店舗が６、卸販売（コンビニ
などの委託販売を含む）が４の割合になっています。
最近は、保育園の行事に合わせてアンパンマンのパンを作ったり、病

院向けの塩抜きパンを作ったりして納入することもあります。タマゴや牛
乳などのアレルギーの方に対応したパンも3、4年前から始めましたが、年
ごとに量が増えています。
2012年に第1回「昭島ブランドフードグランプリ」のスイーツ部門で、当

店の〝たまごまる〟が銀賞を取り、翌年、翌々年には金賞をいただきまし
た。昭島市の地場の卵「美味くて多摩卵（うまくてたまらん）」を使ったケ
ーキのようなパンで、当店の看板商品になっています。
商工会に入会したのは開業早々の2000年です。専門学校の友人の

紹介です。青年部で異業種交流会の運営をやっていました。異業種の
自営業の方と交流できるのが、楽しみでした。昭島市商工会さんにも、
専門家支援（経営課題解決支援事業・中小企業活力向上事業）や小
規模事業者経営改善資金融資制度（マル経）などで大変お世話にな
っています。マル経は機械化・効率化を図るための設備導入時に、経
営資金を安定させるために活用させていただきました。

●住所：〒196-0002
　　　  東京都昭島市拝島町
　　　  2-15-8
●TEL：042-545-1158
●URL：www.bakerypiccolo.com

昭島市商工会
経営指導員

並木 洋

｜ 経 営 指 導 員 か ら 一 言 ｜

ベーカリーピッコロさんは、創業以来、地域密着型の地元の
パン屋さんとして親しまれ、小さな子供さんからお年寄りまで、
幅広い年齢層の方に愛されているお店です。

特に、地元のブランド卵「美味くて多摩卵」を使用した「たま
ごまる」はおやつに最高です。吉野さんは、人柄もよく、明るく
何に対しても前向きに取り組んでいるので、困ったことがあっ
たら手助けをしたいと思わせます。ですから、普段のちょっとし
た会話の中で、気になったことがあれば、常にアドバイスができ
るように、これからも経営者に寄り添って、支援を続けていきた
いと思います。

代表 吉野 治 氏

地域密着の
「町のパン屋さん」を
目指す

マル経を活用、効率化に向け
機械設備導入

日本発明振興協会（東京都渋谷区）は「第38回 発明研究奨励
金」の交付申請の受付を開始しました。同奨励金は、中小企業や
個人が発明考案を実用化する際の試験研究資金を支援する事
業です。奨励金の交付対象となるのは①特許権として登録済み
のもの②特許を出願し、既に公開され、かつ審査請求済みのも
の（但し、係争中のものは除く）③実用新案は、登録済みで実用

新案技術評価書入手済みのものです。審査の上、交付決定者に
は試験研究に要する直接経費として1件につき100万円を限度
に奨励金を交付します。

希望者は、同協会所定の様式の申請書・添付資料各2部他
を同協会宛てに提出して下さい。締め切りは7月31日、交付
決定は11月です。

日本発明振興協会 発明研究奨励金交付事業実行委員会（TEL 03-3464-6991）
同協会のホームページ（http://www.jsai.org/）からダウンロードできます。

あなたの発明・研究・特許を育てよう！ 発明研究奨励金 交付申請の受付を開始

日本発明振興協会

申請要領・申請書
問い合わせ先

締め切り
7月31日

交付決定
11月

ピッコロは住宅地の真ん中にある小
さなパン屋さん。食材にもこだわり、
独自の味わいを好むファンが多い。▶

　地域密着型の「町のパン屋さん」として近隣住民に親しまれ、昭島フー
ドグランプリ金賞を〝たまごまる〟で2期連続受賞するなど、知名度も上
がっているベーカリー ピッコロ。最近では、サンドイッチオードブルなど
も扱い、アレルギー対応のパンも作るなど、販売先の拡大や製品の開発
に積極的だ。売上高の1割を占める〝たまごまる〟は地元のスリーエフ・ロ
ーソンや、ららぽーと立川などでも販売している。
　自らに課しているのは「永遠に足りないものを求める、話が来たら前向
きに考える、苦しい時ほど笑顔でいる」ことだそうだ。
　今、中小企業活力向上事業の支援を受けているが、コンサルの専門家
からも指摘されるのが〝人の問題〟。ピッコロでは、代表の吉野さん以外
は、ベテランのパートタイマーの方がいるだけ。パンの仕込みから、焼き
上げ、配達まで1人で担っている。これに営業も加わる。吉野さん1人に
かかる負荷は増すばかりだ。しかし、ご本人に伺うと「まだ、体力には余裕
がある」とか。当分、人を増やす気はないらしい。
　吉野さんには、1階の空きスペースを使って、近隣住民のくつろぎの場

（イートイン）を作ろうという計画がある。「高齢化が進み、外へ出たがら
ないお年寄りも多い。地域コミュニティの崩壊を避けるためにも、若者も
お年寄りも気楽に立ち寄って、話ができる場にしたい」と考えている。1、
2年後には実現しそうだ。
　堅調な業績を受けて、地域の金融機関からも融資の話もあるそうだ。
しかし、今のところ実力以上に事業を大きくする考えはない。「地域密着
型で行きたい。そのうち〝お父さんお母さんがこのパンで育った〟という
世代がパンを買いにきてくれるようになる。楽しみだ」と自然体で構え
る。

近隣住民の〝くつろぎの場〟を作りたい

■会社プロフィール この人に聞く

―開業のいきさつは？
　また店名のarato（アラト）の意味は？

料理が好きだったので、ずっと店を持ちたいと思ってい
ました。50歳になって子供にも手がかからなくなったのを
機に、主人を口説いてcafé&barを作ることを決め、1年か
けてリノベーションしました。アラトは新島の方言で「居間」
のことです。元々、この家は商店（煎餅屋）で小上がりがあっ
て、そこでお客さんとお茶を飲んだり、話をしたりしていま
した。それを残してテーブルと椅子を置いて、お客さんがく
つろげる場所にしました。
―ご出身が埼玉県だとか？

川口市出身です。サーフィンが好きで、学生時代、夏は新
島に来てアルバイトしながら海に出ていました。公務員の
主人とはその時に出会いました。島の人たちはいい意味
で、ほっといてくれない。絆が本当に強いです。親戚を〝家子

（オヤコ）〟といい、家と家とのつながりが密です。
今は少なくなっていますが、何も関係が無い他人の子の

子守りをする〝守（モイ）〝 という慣習もあって、義母が勝手
に娘を預けた時はさすがにビックリしました。ベビーシッタ
ーは基本無料です（笑）。そしてモイは親戚よりも近しい関
係になります。

―お店は順調ですか？
「女性が安心して楽しめる場所」というのが店づくりのコ

ンセプトです。今年の4月で丸3年になります。夢中でやって
きましたが、まずまず順調です。若い女性が集まって、チャ
リティーやフリーマーケットなどの話で盛り上がっていま
す。親子3代でくるお客さんもいます。ほんとにお客さんに
育てられていると感じています。
―商工会はどんな存在ですか？

開業するにあたり、どういう届けが必要か？というところ
から商工会さんにはお世話になっています。顔見知りで敷
居は低いので、気軽にザックバランにこちらの内情まで明
かして相談していました。2016年には小規模事業者持続
化補助金の採択を受け、看板やキャビネット、冷凍ショーケ
ースなどの店舗の整備に活用させていただきました。私に
は無くてはならない頼もし
い味方です。

新島村
café & bar  arato

代表  宮川 美由起 さん

新島で
女性が集まって気軽に飲める場所を！

〒100-0402
東京都新島村本村4-2-11
TEL:04992-５-0120

カウンター席は女性にも人気▶

No.10

島 おこし・
多摩 おこし

全業種が次期売上見通しに期待
製造業の採算DIのプラスは6期連続に

多摩地域商工会エリアの景況中小企業
景況調査

29年度

第4・四半期
1～3月

製造業

建設業

売上高前期比DIと資金繰りDIはマイナスになったが、
採算期中DIは高水準を維持。経営上の問題点の第1
位は「需要の停滞」から「従業員の確保難」に変わる。

売上高前期比DI、採算期中DI、資金繰りDIのいず
れも2期連続悪化。経営上の問題点の第1位は5期
連続「従業員の確保難」。

小売業

サービス業

売上高前期比DI、採算期中DIが改善。資金繰りDI
は少し悪化。経営上の問題点の第1位は12期連続

「大・中型店との競争激化」。

売上高前期比DIと採算期中DIが悪化。資金繰りDI
は横ばい。経営上の問題点の第1位は4期連続「利
用者ニーズの変化」。

調査企業の声
＊製品開発のニーズの多様化に

応える技術力、企画力が重要
になる。人材の育成と確保が急
務である。（化粧品・歯磨・化粧
用調整品製造業）

＊昨年に比べ予定工事等もあり、
引き合いも活発。材料単価が上
昇してきており、人件費増と合
わせて経費の増加が見込まれ
る。（一般土木建築工事業）

＊同業店の進出の影響が止まら
ずに苦戦している。（自転車小
売業）

＊季節柄、売上が下がる時期だ
が、例年より寒く落ち込んだ。
人材の確保は困難。（他に分類
されない飲食店）

売上高（前期比ＤＩ）・採算（期中ＤＩ）の推移

製造業
1～3 　4～6 見通し

売　上
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売　上

小売業
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売　上

サービス業
1～3 　4～6 見通し

売　上

採算 売上 次期見通し
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業です。奨励金の交付対象となるのは①特許権として登録済み
のもの②特許を出願し、既に公開され、かつ審査請求済みのも
の（但し、係争中のものは除く）③実用新案は、登録済みで実用

新案技術評価書入手済みのものです。審査の上、交付決定者に
は試験研究に要する直接経費として1件につき100万円を限度
に奨励金を交付します。

希望者は、同協会所定の様式の申請書・添付資料各2部他
を同協会宛てに提出して下さい。締め切りは7月31日、交付
決定は11月です。

日本発明振興協会 発明研究奨励金交付事業実行委員会（TEL 03-3464-6991）
同協会のホームページ（http://www.jsai.org/）からダウンロードできます。

あなたの発明・研究・特許を育てよう！ 発明研究奨励金 交付申請の受付を開始

日本発明振興協会

申請要領・申請書
問い合わせ先

締め切り
7月31日

交付決定
11月

ピッコロは住宅地の真ん中にある小
さなパン屋さん。食材にもこだわり、
独自の味わいを好むファンが多い。▶

　地域密着型の「町のパン屋さん」として近隣住民に親しまれ、昭島フー
ドグランプリ金賞を〝たまごまる〟で2期連続受賞するなど、知名度も上
がっているベーカリー ピッコロ。最近では、サンドイッチオードブルなど
も扱い、アレルギー対応のパンも作るなど、販売先の拡大や製品の開発
に積極的だ。売上高の1割を占める〝たまごまる〟は地元のスリーエフ・ロ
ーソンや、ららぽーと立川などでも販売している。
　自らに課しているのは「永遠に足りないものを求める、話が来たら前向
きに考える、苦しい時ほど笑顔でいる」ことだそうだ。
　今、中小企業活力向上事業の支援を受けているが、コンサルの専門家
からも指摘されるのが〝人の問題〟。ピッコロでは、代表の吉野さん以外
は、ベテランのパートタイマーの方がいるだけ。パンの仕込みから、焼き
上げ、配達まで1人で担っている。これに営業も加わる。吉野さん1人に
かかる負荷は増すばかりだ。しかし、ご本人に伺うと「まだ、体力には余裕
がある」とか。当分、人を増やす気はないらしい。
　吉野さんには、1階の空きスペースを使って、近隣住民のくつろぎの場

（イートイン）を作ろうという計画がある。「高齢化が進み、外へ出たがら
ないお年寄りも多い。地域コミュニティの崩壊を避けるためにも、若者も
お年寄りも気楽に立ち寄って、話ができる場にしたい」と考えている。1、
2年後には実現しそうだ。
　堅調な業績を受けて、地域の金融機関からも融資の話もあるそうだ。
しかし、今のところ実力以上に事業を大きくする考えはない。「地域密着
型で行きたい。そのうち〝お父さんお母さんがこのパンで育った〟という
世代がパンを買いにきてくれるようになる。楽しみだ」と自然体で構え
る。

近隣住民の〝くつろぎの場〟を作りたい

■会社プロフィール この人に聞く

―開業のいきさつは？
　また店名のarato（アラト）の意味は？

料理が好きだったので、ずっと店を持ちたいと思ってい
ました。50歳になって子供にも手がかからなくなったのを
機に、主人を口説いてcafé&barを作ることを決め、1年か
けてリノベーションしました。アラトは新島の方言で「居間」
のことです。元々、この家は商店（煎餅屋）で小上がりがあっ
て、そこでお客さんとお茶を飲んだり、話をしたりしていま
した。それを残してテーブルと椅子を置いて、お客さんがく
つろげる場所にしました。
―ご出身が埼玉県だとか？

川口市出身です。サーフィンが好きで、学生時代、夏は新
島に来てアルバイトしながら海に出ていました。公務員の
主人とはその時に出会いました。島の人たちはいい意味
で、ほっといてくれない。絆が本当に強いです。親戚を〝家子

（オヤコ）〟といい、家と家とのつながりが密です。
今は少なくなっていますが、何も関係が無い他人の子の

子守りをする〝守（モイ）〝 という慣習もあって、義母が勝手
に娘を預けた時はさすがにビックリしました。ベビーシッタ
ーは基本無料です（笑）。そしてモイは親戚よりも近しい関
係になります。

―お店は順調ですか？
「女性が安心して楽しめる場所」というのが店づくりのコ

ンセプトです。今年の4月で丸3年になります。夢中でやって
きましたが、まずまず順調です。若い女性が集まって、チャ
リティーやフリーマーケットなどの話で盛り上がっていま
す。親子3代でくるお客さんもいます。ほんとにお客さんに
育てられていると感じています。
―商工会はどんな存在ですか？

開業するにあたり、どういう届けが必要か？というところ
から商工会さんにはお世話になっています。顔見知りで敷
居は低いので、気軽にザックバランにこちらの内情まで明
かして相談していました。2016年には小規模事業者持続
化補助金の採択を受け、看板やキャビネット、冷凍ショーケ
ースなどの店舗の整備に活用させていただきました。私に
は無くてはならない頼もし
い味方です。

新島村
café & bar  arato

代表  宮川 美由起 さん

新島で
女性が集まって気軽に飲める場所を！

〒100-0402
東京都新島村本村4-2-11
TEL:04992-５-0120

カウンター席は女性にも人気▶

No.10

島 おこし・
多摩 おこし

全業種が次期売上見通しに期待
製造業の採算DIのプラスは6期連続に

多摩地域商工会エリアの景況中小企業
景況調査

29年度

第4・四半期
1～3月

製造業

建設業

売上高前期比DIと資金繰りDIはマイナスになったが、
採算期中DIは高水準を維持。経営上の問題点の第1
位は「需要の停滞」から「従業員の確保難」に変わる。

売上高前期比DI、採算期中DI、資金繰りDIのいず
れも2期連続悪化。経営上の問題点の第1位は5期
連続「従業員の確保難」。

小売業

サービス業

売上高前期比DI、採算期中DIが改善。資金繰りDI
は少し悪化。経営上の問題点の第1位は12期連続

「大・中型店との競争激化」。

売上高前期比DIと採算期中DIが悪化。資金繰りDI
は横ばい。経営上の問題点の第1位は4期連続「利
用者ニーズの変化」。

調査企業の声
＊製品開発のニーズの多様化に

応える技術力、企画力が重要
になる。人材の育成と確保が急
務である。（化粧品・歯磨・化粧
用調整品製造業）

＊昨年に比べ予定工事等もあり、
引き合いも活発。材料単価が上
昇してきており、人件費増と合
わせて経費の増加が見込まれ
る。（一般土木建築工事業）

＊同業店の進出の影響が止まら
ずに苦戦している。（自転車小
売業）

＊季節柄、売上が下がる時期だ
が、例年より寒く落ち込んだ。
人材の確保は困難。（他に分類
されない飲食店）

売上高（前期比ＤＩ）・採算（期中ＤＩ）の推移

製造業
1～3 　4～6 見通し

売　上
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注１．ＤＩ値（景気動向指数）のプラスは好転、マイナスは悪化とみる。　　注２．ＤＩマーク　　 :＋30～　　 :＋10～＋30　　 :＋10～－10　　 :－10～－30　 　 :－30～
注３．サンプルは多摩地域150企業原数値採用。　　　　　　　　　　　注４．採算は当期中の「好転」－「悪化」のＤＩ値

建設業
1～3 　4～6 見通し

売　上

小売業
1～3 　4～6 見通し

売　上

サービス業
1～3 　4～6 見通し

売　上

採算 売上 次期見通し

07 2018年5月1日 vol.341とうきょう商工連プラザ 062018年5月1日vol.341 とうきょう商工連プラザ



1.モヤイ像と石山展望台：渋谷駅にあるモヤイ像は新島村から寄贈されたもの。新島全島で120体以上設置されている。右上方は式根島。　2.羽伏浦海岸：新東京百景にも選出され、世界的なサーフスポット
としても知られている。6.5kmにも及ぶ真っ白な砂浜が特徴。　3.海中温泉：世界でも珍しい「CO2シープ（海底から二酸化炭素が噴き出す）」の温泉。ダイビング時にはウミガメと一緒に泳げる可能性も。　
4.泊海水浴場：波静かで遠浅な入り江の海水浴場で、家族連れでも安心。磯遊びもできる。

　新島村は、東京から南へおよそ150kmにあり、白く長い砂浜と
青い海のコントラストが美しい新島と、リアス式海岸が特徴の式根
島の2島からなります。
　新島はくさやの故郷として知られ、観光資源にも恵まれていま
す。ビッグウェーブが押し寄せプロのサーフィン大会が開かれる羽
伏浦海岸、イタリアのリパリ島と新島のみで採れるコーガ石の街並
みと石像（モヤイ像）、コーガ石を原料にしたオリーブ色の新島ガ
ラス、神殿風の外観の無料露天風呂など、見どころ・体験どころ満
載です。
　式根島の魅力は、リアス式海岸が創り出す表情豊かな景観。お子
様連れにやさしい小さな入り江の海水浴場や波打ち際に湧き出た
海中温泉など、自然を楽しめるスポットであふれています。
　新島と式根島は、1日3往復する連絡船で10分ほどの距離にあ
り、異なる魅力を持つ2島を一度の旅で楽しむことができます。

編集／発行　東京都商工会連合会　 〒196-0033 東京都昭島市東町3-6-1 産業サポートスクエア・TAMA　TEL：042-500-1140　FAX:042-500-1421
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発掘！
商工会地域の観光資源
発掘！
商工会地域の観光資源

❹❹❹人事交流人事交流人事交流

❻❻❻ ＜連載＞島おこし・多摩おこし/café&bar arato（新島村）
●多摩地域商工会エリアの景況（2９年度第４・四半期）

❼❼❼ ＜連載＞私と商工会/ベーカリー ピッコロ（昭島市）

❽❽❽ 多摩・島しょ地域のイベント（6月～7月）
●たま工業交流展

1

Niijima
新島村

2018年（平成30年）5月1日
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❺❺❺島嶼地域資源PR事業の事業報告会議を開催島嶼地域資源PR事業の事業報告会議を開催島嶼地域資源PR事業の事業報告会議を開催
小笠原村：返還50周年記念事業で観光客増を見込む/八丈町・新島村：ロケーション支援
事業で来島者増加へ
●事業承継の現場から　    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
この「味」をこの街に残したい！ ～地域でつなぐ事業承継～　多摩・島しょ経営支援拠点

❸「東京の中小企業振興を考える有識者会議」を開く（東京都）「東京の中小企業振興を考える有識者会議」を開く（東京都）❸「東京の中小企業振興を考える有識者会議」を開く（東京都）「東京の中小企業振興を考える有識者会議」を開く（東京都）「東京の中小企業振興を考える有識者会議」を開く（東京都）
●在日外国人が対象の「古民家活用の宿泊体験モニターツアー」　多摩観光推進協議会事務局

CONTENTS▶▶

❷ 29年度 第１回臨時総会を開く❷ 29年度 第１回臨時総会を開く❷ 29年度 第１回臨時総会を開く
30年度の基本方針に「小規模事業者の事業承継や創業を支援するため、経営指導員の支
援力を強化」や、「2020東京大会に向け、多摩観光推進協議会を中心に海外に多摩の魅力
を発信し、国際的な起業・創業の拠点としてもアピール」などを盛り込む

Tokyo Metropolitan Federation of Societies of Commerce and Industry

再生紙を使用しています。

日　程 会　場 内　容 主催者・問合せ先イベント名

市内商工業者による飲食物の販売、演芸など 小金井市商工会(042-381-8765)JR武蔵小金井駅南口
フェスティバルコート

黄金井名物市
（小金井市）2日（土）

菖蒲の花や名産品の販売、イベントを開催。
ライトアップされた花の姿も楽しめる

東村山菖蒲まつり実行委員会
 (東村山市商工会：042-394-0511)北山公園菖蒲苑東村山菖蒲まつり

（東村山市）
2日（土）～
17日（日）

9日（土） スイム1・5km、バイク40km、ラン10kmの
トライアスロン

トライアスロン実行委員会
 (大島町役場内：04992-2-1446)元町全域第30回 伊豆大島トライアスロン大会

（大島町）

三宅島の大自然の中で競う
オープンウォータースイミング大会。 挑むは黒潮！

三宅島OWS大会実行委員会
(04994-5-1144)

錆ヶ浜海水浴場 特設
会場

三宅島OWS大会2018
（三宅村）7日（土）

音楽を通じて市民と交流を図るサマーフェア 小平商工会(042-344-2311)ルネ小平 中ホール第27回 市民ふれあい音楽祭
（小平市）1日（日）

下田カーフェリーでバイカーが来島。
島内ツーリングで親睦を図る

東海汽船（03-5472-9999)
神津島村産業観光課(04992-8-0011)島内全域東海汽船バイクツアー

（神津島村）23日（土）

Ａ：4・5km、Ｂ：3km、Ｃ：1・5kmの3タイプの
スイムレース

新島オープンウォータースイミング
大会実行委員会 (03-5456-8504)

新島村本村 特設
コース

第24回 新島オープン
ウォータースイミング（新島村）7日（土）

早朝6時から夏の風物詩「朝顔」を即売。希少な日本朝顔
を中心に展示販売（現地で宅配受付可能）。模擬店多数

くにたち朝顔市実行委員会
 (国立市商工会内：042-575-1000)

一橋大学正門南側、
大学通り緑地帯

第30回 くにたち朝顔市
（国立市）

7日（土）～
8日（日）

８人制サッカー大会（大人対象）。都内のサッカーチーム
を招き、スポーツを通じて親睦を図る 神津島村産業観光課(04992-8-0011)金長運動公園第5回 神津島カップサッカー大会

（神津島村）
7日（土）～
8日（日）

模擬店、イベント、キャラクターショーなど 三鷹商工会(0422-49-3111)三鷹市役所第41回 みたか商工まつり
（三鷹市）

14日（土）～
15日（日）

手作りのいかだで多摩川を下り、スピードとデザイン、
アイデアを競う

多摩川五本松～宿河
原堰堤前（1,300m)

狛江古代カップ多摩川いかだレース
（狛江市）15日(日）

夜店、イベント、大売出し抽選会など 夏まつり実行委員会（04996-2-2121）八丈町庁舎広場第46回 八丈島夏まつり
（八丈町）

20日（金）～
22日（日）

環境の取り組みなどの展示、食品販売、ゲームコーナー、
川遊びなど

きよせの環境・川まつり実行委員会事務局
(清瀬市都市整備部水と緑の環境課：042-497-2099)

台田運動公園、柳瀬
川河川区域

2018 きよせの環境・川まつり
（清瀬市）21日（土）

郷土芸能（お神輿、お囃子）、盆踊り、模擬店、花火大会 ひので夏祭り実行委員会 (042-597-0511)平井中学校第14回 ひので夏まつり（日の出町）28日（土）

大人から子供まで楽しめる、ステージ、縁日、
ワークショップなどを 開催

狛江フェスティバル実行委員会
(狛江市商工会： 03-3489-0178)狛江駅前 泉龍寺周辺狛江フェスティバル2018

（狛江市）
28日（土）～
29日（日）

花火大会、模擬店、福引抽選会、郷土芸能等のステージ 三宅村商工会(04994-2-1381)旧錆ヶ浜港船客待合
所駐車場

第24回 ふれあいらんど三宅島
マリンスコーレ21フェスティバル（三宅村）

28日（土）～
29日（日）

市内外延べ30連による阿波おどりの大会 小金井阿波踊り振興協議会(事務局：
長澤時計店内　042-381-2474)

ＪＲ武蔵小金井駅
北口/南口

小金井阿波おどり大会
（小金井市）

28日（土）～
29日（日）

地元日野市はもちろん、各地から多くのチームが参加し、
迫力ある踊りを披露

第18回 ひのよさこい祭実行委員会
(042-581-3666)

ＪＲ豊田駅商店街、
近隣公園

第18回 ひのよさこい祭
（日野市）29日（日）

念のため主催者に日にち、会場をご確認の上、お出かけください。

28日：羽村独自の民踊「人波踊り」
29日：サンバパレード
両日とも特設ステージでイベント。模擬店も出店

 はむら夏まつり実行委員会
（羽村市産業振興課：042 -555-1111、
羽村市商工会：042- 555- 6211）

ＪＲ羽村駅周辺第43回 はむら夏まつり
（羽村市）

28日（土）～
29日（日）

6kmの部、12kmの部、18kmの部
（個人、駅伝リレー、小学生）

式根島マラソン大会実行委員会
 (03-5456-8504)式根島特設コース第7回 式根島マラソン大会

（新島村）16日（土）

プロ選手によるボディーボードの大会 新島村産業観光課（04992-5-0284）羽伏浦海岸JABA 新島PRO
（新島村）9日（土）

村挙げての例大祭。商工会青年部が夜店を出店 物忌奈命神社(04992-8-0193)
神津島村商工会(04992-8-0232)物忌奈命神社境内物忌奈命神社例大祭（宵宮）

（神津島村）31日（火）

６
月

７
月

6 7 EVENT GUIDE 多摩・島しょ地域のイベント月 月
▶

国分寺市経済振興課（042-323-1011)国分寺市役所第1回 ぶんじ ふれあい市
（国分寺市）10日（日） 市観光協会・JA・商工会に加盟する事業者による野菜・植木・

鉢花・商品の販売や、市内観光PR、大道芸など

狛江古代カップ多摩川いかだレース事務局
(狛江市市民生活部地域活性課：03-3430-1111)

　「たま工業交流展」が2月2２、2３日の両日、昭島市の東京都立職業能力開発センターで開かれまし
た。同展は、立川市、昭島市、羽村市、武蔵村山市の4市、東京都立産業技術研究センター、東京都中小
企業振興公社多摩支社、青梅・立川の2商工会議所、東京都商工会連合会（都商工連）、多摩地域の10
商工会、3信用金庫などが、幅広く連携して開催しているもので、今回が17回目になります。
　交流展には、機械・金属・電気機器、情報・ソフト開発、環境分野や、学校・協力団体など151の企業・
団体が153のブースで出展。商談やビジネスマッチングのスペースも設けられ、2日間で約6,000人
の来場者で賑わいました。
　都商工連関連では、企業ブースに瑞穂町商工会の「瑞穂ファントム工場」が、協力団体ブースに清瀬
商工会工業部会と多摩地域中小企業人材確保支援ネットワーク事業事務局が出展しました。
　22日は、JAXAの川崎一義氏らを講師に招き「宇宙をあなたの手の上に～中小企業のための宇宙開
発・宇宙ビジネス～」と題する技術セミナーを開催。また、23日は、テレビでもおなじみの澤口俊之人
間性脳科学研究所所長が「今、中小企業の経営者に求められる〝能力〟とは」のテーマで講演しました。
　24日には高校生・小中学生を対象とした「たまロボットコンテスト」が開かれました。

〝たま〟の元気印企業が153のブースで出展。来場者6,000人！

JAXAの川崎氏 /脳科学者の澤口氏が講演
たま工業
交流展

クラッカーを鳴らしてオープン

“たま”の元気印企業がこぞって参加

082018年5月1日vol.341 とうきょう商工連プラザ


